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⽇時：2022 年 1 ⽉ 25 ⽇(⽕)19:30〜 

会場：zoom オンラインミーティング 

-一般口演抄録 - 

包括的治療が必要な患者への治療計画の立案 

あらた歯科 田中 秀幸 〒862−0933 熊本市東区小峯 2−2−134 

 

■ 抄録 

 修復治療を行う場合、修復の範囲や欠損の範囲が大きくなればなるほど、検

査・診断、それに基づいた治療方針と術式の選択などが複雑になる。そのため、

１つ１つの検査を確実に行い、問題を起こしている原因を追求し対応していくこ

とが重要である。 

 患者は 27歳男性、2021 年 9 月に前歯部歯牙の動揺を主訴に来院。本人の自覚

症状はないが年齢的に全顎的に様々な問題を抱えており包括的な治療が必要だと

判断し、基礎資料の収集を行なったが、診断・治療方針の立案に苦慮している症

例を発表させて頂きます。現時点ではまだ治療介入に至っていないため、今後治

療を進めていくにあたり諸先生方のご意見、ご指導頂けますよう宜しくお願いし

ます。本症例における利益相反はない。 

 


